
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢を重ねるにつれ病気も増え、服薬が増えたという方もいらっしゃるかと思います。そうしてさまざまな

薬を服用するようになると副作用や体調不良を起こし、日常生活に支障をきたすこともあるとされてい

ます。高齢者においては服用している薬が 6 種類以上になると副作用のリスクが高まるといわれており、

心当たりのある方は注意が必要です。 

また、複数の医療機関にかかることで同じ効能の薬を処方されることもあり、医療費の無駄遣いにもつ

ながります。医療費は組合員が支払っている保険料で支えられているため、医療費が増大することで将来

的に財源が確保できなくなるおそれもあります。つまり多剤・重複服薬を見直すということは、身体的な

負担や医療費の軽減にもつながる大切なポイントなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

① 同じ病気で重複診療するときは慎重に 

同じ病気で医療機関をいくつも受診すると、医療費も薬代も余計にかかるおそれがあります。 

一つの病院で不安に感じることがある場合、まずは医師や薬剤師に相談するようにしましょう。 

 

② 処方されている薬のことをきちんと知る 

処方された薬がなぜ必要なのか、どんな効能があるのか知っておくことはとても大切なことです。 

薬と一緒に渡される「薬剤情報提供文書」等でしっかり内容を把握するようにしましょう。 

 

③ お薬手帳は一冊にまとめるようにする 
手帳が何冊もあることにより、薬の情報が精査できず混乱を招くおそれがあります。 

医師や薬剤師に正しい情報を伝えるためにも、一冊にまとめて管理しましょう。 

 

【まとめ】 
多剤・重複服薬を見直すためには、処方されている薬のことを理解しておくことと、きちんと相談できる

医師や薬剤師の存在が不可欠です。処方されている薬を精査せずやめてしまうのは体に負担をかけるこ

とになりかねませんので、しっかり病院や薬局で相談するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の健康状態や既往歴を把握してくれている医師、副作用やアレルギーの有無などを把握してくれて

いる薬剤師がいることは大きな安心につながります。まだかかりつけの医療機関がないという方は、話が

しやすく、親身に相談にのってもらえる病院や薬局が家の近くにないか探してみましょう。 
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